
←Ａ 歩道が確保されておらず、

歩行が危険である。

←Ｂ ・交通量が非常に多い交差

点。横断歩道を渡っているときに、

背後からくる自動車に注意が必

要。

↑Ｃ 細い歩道になっている。自転

車なども通るため、危険がともなう。

側溝ブロックのすき間に足が引っか

かり、危険。

← 住宅街にあるが、人通りが少なD
い。不審者に注意が必要。

← 変則的な十字路になっている。E
歩行者は、自動車が見えにくいので、

安全確認をしっかり行うこと。 ← 細い道に曲がってくる自動車が多い。横断歩道を渡K
っているときに、背後からくる自動車に注意が必要。

← 人通りが少ない通学路になっている。駐G
車場になっているので、自動車の出入りに注意 ← カーブになっているが、ミラーがF
が必要。

なく見通しが悪い。

車道と歩道との間がほL
とんどない。歩道は狭く、

自動車に接触する危険性が

ある。 →

見通しの悪い十字路になっている。→H

← 住宅街にあるが、人通りが少ない。I
不審者に注意が必要。

← 細い道になっている。スピードを出して走る自J
動車がある。細い道に入っていくと、人通りが減る。




